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1. はじめに 

携帯端末機器の普及により，無線LANの設置が進んでい

る．例えばスマートフォンを用いた防災対策として防災拠

点などへの無線 LAN 環境整備の推進[1]などが実施されて

いる．無線LANは災害時にもインターネットなどへの接続

性が高く，特定の地域に対するサービス提供のしやすさな

どから，観光地や市街地をはじめ公衆無線LANなどのサー

ビスの提供が進んでいる．これらを背景として無線LANの

利用は屋内にとどまらず，屋外での利用も広まっている[2]． 

我々は屋外での無線 LAN を対象とし，無線 LAN AP(ア

クセスポイント)からの電波強度の実測値に着目し，電波

受信強度(RSSI)をヒートマップとして公開する無線 LAN環

境可視化システムの研究・開発を行っている[3][4][5]． 

この無線 LAN 環境可視化システム(図 1)は，測定部とデ

ータ収集部，情報公開部から構成される．測定部は，

Android スマートフォンに実装した測定アプリケーション

である．データ収集部のデータベースシステムと，情報公

開部のWebアプリケーションはサーバーとして実装されて

いる．測定アプリケーションを実装したスマートフォンを

用い，測定地周辺の無線 LAN APのRSSIなどの情報を収集

する．収集した情報を用いてヒートマップとしてWebアプ

リケーションとして公開する．従来のシステムは測定に用

いたスマートフォンをサーバーとUSB接続し，測定データ

をサーバーに転送する必要がある．測定データをヒートマ

ップとして公開するには，スマートフォンをサーバーと

USBケーブルで有線接続しなければならない． 

そこで，測定データを測定地からネットワークを用いて

サーバーにデータ送信できるようにし，測定データを迅速

に公開・確認できる機能を実装した．これにより測定デー

タをリアルタイムに収集・公開することが可能となる． 

2. 測定データリアルタイム収集システム 

システムの概要図を図 2 に示す．測定アプリケーション

で収集した測定データはモバイルルータを用い，インター

ネットを経由しサーバーへ送信する．サーバーは受信した

測定データをデータベースに登録し，ヒートマップを表示

するためのデータ処理を行う．測定・送信した測定データ

は測定アプリケーション内でヒートマップとして確認でき

る． 

従来のシステムでは，測定後に測定に用いたスマートフ

ォンとサーバーを有線接続しなければならなかったが，本

システムでは測定地からモバイルルータの無線LANを利用

し，送信することが可能である．また，測定した結果をリ

アルタイムにデータベースへ登録・処理することが可能で

ある．また，登録した測定結果からリアルタイムにヒート

マップとして公開することが可能となる． 

3. 結果 

図 2 のリアルタイム収集システムを開発・実装した．ま

た，登録された測定結果をリアルタイムにヒートマップと

して公開可能なサーバーも開発・実装した． 

開発したシステムでは，測定する際にモバイルルータを

携帯し，測定アプリケーションが実装されたスマートフォ

ンをモバイルルータに接続した状態で測定を行う．測定時

の測定アプリケーションは，測定地周辺の無線 LAN AP の

RSSIなどの情報を収集する．収集した測定データはサーバ

ーへ HTTP POSTリクエストを使用し，JSON形式のデータ

として送信する．サーバーは受信した測定データを測定条

件や測定アプリケーションの情報を紐づけてデータベース

へ登録する．登録された測定データをヒートマップとして

表示するための処理も測定データの登録に同期して実行さ

れるため，処理が終わった測定データがヒートマップとし

て表示可能である． 

測定し送信したデータは，測定アプリケーション内でヒ

ートマップとしてリアルタイムに確認することができ，測

定地の AP識別子(SSID)ごとの平均 RSSIを確認することが

できる．その測定結果のヒートマップ表示例を図 3 に示す．

ヒートマップには 10[m]×10[m]の範囲ごとに平均 RSSI の

値により色付けされた四角形が表示される．その四角形を

クリックまたはタップすると，その地点の詳細情報が表示

される． 

 
 

図 2 測定データリアルタイム収集システム 
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図 1 従来の無線 LAN 電波受信強度 
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図 3 では，クリックまたはタップした地点の測定結果を

平均 RSSIの高い SSID順にポップアップ表示している．任

意の SSIDを選択し，選択された SSIDのみの測定データを

計算し，ヒートマップを切り替えることができる．例とし

て仙台市が提供している公衆無線 LAN「SENDAI free Wi-Fi」

事業[6]で提供されている「SENDAI_free_Wi-Fi」のヒート

マップに切り替えた画面を図 4に示す．任意の SSIDのヒー

トマップ表示を切り替えることにより，AP ごとの環境を

任意の場所で測定アプリケーションから確認することが可

能である． 

4. 考察 

開発した測定アプリケーションをスマートフォンに実装

し，モバイルルータを用いて測定及び測定地点でのヒート

マップ閲覧実験を行った．その結果，従来システムと同様

に測定データを収集することが可能であることを確認した．

さらに，モバイルルータからサーバーに接続しリアルタイ

ムに測定データを登録できることを確認した．測定データ

から測定アプリケーションを用いてヒートマップもリアル

タイムに閲覧可能であった． 

本システムで測定した測定データと従来のシステムで測

定した測定データの違いには，測定データ送信に用いるモ

バイルルータも測定データとして含まれる．モバイルルー

タを携帯し，モバイルルータとスマートフォンが接続可能

な状態で測定を行うため，当然モバイルルータの RSSI の

値が大きくなる．無線 LAN AP は，近隣の他の無線 LAN 

AP からの電波環境などにより電波送信などを最適化する

機能などを実装している．今後，送信用のモバイルルータ

が測定データに及ぼす影響を調べる必要があると思われる．

また，従来のシステムの測定アプリケーションは，測定時

は測定のみの処理を行っていた．本システムの測定アプリ

ケーションは，測定と同時に測定データを送信する必要が

あり，処理をマルチスレッドで動作するように実装してい

る．マルチスレッド処理による測定スマートフォンへの負

荷による影響なども検討する予定である． 

5. まとめ 

我々は，屋外での実測値に着目した無線LAN環境可視化

システムの研究・開発を行っている．従来システムでは，

測定データはサーバーと有線接続して直接登録する必要が

あった．本研究で開発したシステムでは，測定地からネッ

トワークを用いてサーバーに測定データを送信できるよう

になった．送信した測定データからリアルタイムにヒート

マップを作成し，測定アプリケーションで閲覧できるよう

になった． 

今後は，送信用のモバイルルータの電波がほかの無線

LAN AP の測定地への影響やマルチスレッド処理による測

定スマートフォンへの負荷による影響などを検証していく． 
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図 4 「SENDAI free Wi-Fi」のヒートマップ 

 
 

図 3  SSID ごとの平均 RSSI 確認 
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